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平成20年度
環境省エコインターンシップ活動報告

～Expand the horizon～

実習先 ： 積水化学工業株式会社

実習期間 ： 平成20年8月19日～9月8日

田澤俊希

今井瑞希

植田真弘
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環境分野で携わっていくために現時点での自分自身の
力量を見極める（植田）

企業の環境経営についての理解を深める

エコインターンシップ参加目的

実習を通して「環境のことを考えて働く」とは何か、
自分たちの考えを導き出す！！

企業の環境活動の実態を知る（今井）

企業における環境貢献の携わり方を見出す（田澤）



実習を通じて気づいたこと

企画立案に向けたグループワーク

⇒環境経営グループの方々の魅力環境経営グループの方々の魅力と社内現状社内現状を知ることができた

これらに行き着いた体験は・・・

ネットワークの広さ 情熱 フロンティア精神

仕事に取り組む姿勢仕事に取り組む姿勢

◎一人一人の環境意識の重要性

◎ 部門間の意向を収束させるインセンティブの確立

組織としての特性組織としての特性



グループワークを効率的に進めるために
様々な部署の方々を紹介できるネットワーネットワー
クの広さクの広さ

「環境貢献製品」を通じ、フロンティア精神フロンティア精神
を持って環境分野で競争力を付けていこ
うという前向きな姿勢

仕事に取り組む姿勢仕事に取り組む姿勢

環境経営グループのそれぞれの社員による
情熱的情熱的な講義を通じて、一人一人の意識の
高さを実感



一人一人の環境意識の重要性

・・・・・

環境貢献製品

？ ？ ？ ？

新規開発

他カンパニーの製品、
認定基準、メリット…
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長期的ビジョン 短期的ビジョン

環境に対する部門間の意向を
収束させるインセンティブの確立

各カンパニー
環境経営
グループ

インセンティブを促すアイディア

環境・経済の両立

環境貢献製品環境貢献製品

組織としての特性組織としての特性

• 認定して差別化を図る
• 新規開発・競争力をつける

ビジネスに直結する範
囲で環境を扱う



仕事に取り組む姿勢仕事に取り組む姿勢

組織としての特性組織としての特性

エコインターンシップをそのきっかけとして、実際に行動
へと移していく事で自分自身と企業の成長に繋げていく

これから私たちが社会に出て「環境のことを考えて
はたらく」ためには、環境経営グループの意向と社
内現状を知ることが不可欠

そのために・・・

企業内での環境活動に向けて



7

知識の習得に努め、日頃から自分を起点として
友人・先輩後輩などに働きかけていく！

学生のうちに環境について沢山の知識を蓄え、
日頃から環境のことを考えて行動する！

フリーマガジンの制作を通して、これからの未来を
担う大学生の行動を変えていく！

今後の意気込み ～Expand the horizon～

田澤

植田

今井

社員を巻き込むことのできる人材になりたい

どんな仕事に就いても環境のことを考えられる情熱を持った人材になりたい

現場を変えていける人材になりたい
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終わり


